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1 )浅深度を航走する没水体はフルード数 0.3 以上の高速で異常 lこ高い抵抗を受けるが，この原因は
造波現象に基づく船尾縦渦抵抗によるものである。
2 )没水体の船尾縦渦抵抗の減少には，没水体周りの流れの上下対称化が有効である。
論文の審査結果の要旨
現在の排水型水上船舶の高速化については，造波抵抗の増大と排水量当たりの載貨重量の減少とい
う点から限度があり 将来の船型として半潜水船の研究が造船学上極めて重要で、ある。
本論文では，著者が半潜水船の主船体として適当であると提案している扇平没水体について，その
浅深度流体力学的特性が，理論並びに実験の両面から詳細に研究され 新しい発見と独創的提案がな
されている。
すなわち，まず\浅深度を航走する没水体の抵抗がフルード数 0.3 以上の高速で急増する現象に注
目し，自由表面を考慮した流場の理論的考察と抵抗成分分離計測の実験的手法とにより，これが従来
考えられていたような造波抵抗の増加に基づくものではなく，造波現象により誘起された船尾縦渦抵
抗によるものであることを初めて明らかにしている。
また，この発見を基に，船尾縦渦の発生の少ない抵抗最小の扇平没水体船型の可能性を指摘し，ポ
テンシャル流場の計算結果から上下非対称の渦なし船型を提案するとともに，その妥当性を模型実験
により石室認している。
以上のように，本論文は，船舶流体力学上新しい知見を加えるとともに 造船技術の今後の発展に
貢献するところが多大で、あり，博士論文として価値あるものと認める。
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